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令和５年度 
 

第１回低学年授業研究会 
  令和５年６月５日 
 
 

【研究主題】主体的に学び、考えを広げ、深め、表現する児童の育成 

～自らの考えをもち、話合いによって解決を目指す学級活動を核として～ 

 

付けたい力を明確にした話合い活動の段階的指導・援助の在り方 

②話合いを活発化させるための事前指導の工夫 

・問題意識や興味関心を高める工夫 

・児童の思いを汲み上げるための工夫 

・議題提案につながる問題提起の場の工夫 

 
＜研究会について＞ 
１．授業提供 

①日 時：令和５年６月５日(月）第５校時 
②学 級：１年１組                      

         ③授業者：國枝 雅恵 
④議題名：学級活動（１）ア 学級や学校における諸問題の解決 

『もっと楽しい学級遊びになるように考えよう』 
 
２．研究の視点  

＜２— ② 話合いを活発化させるための事前指導の工夫＞ 

  掲示によってこれまでの学級遊びの記録を残し、それを振り返ることで、学級遊びの楽しさを

実感したり、問題点があったことを思い起こしたりして、誰もが議題について考えられるように

したことは、話合いを活発化させることに有効であったか。 
 

   
３．授業研究会 

     １．挨拶 
１．授業者の反省 

       １．質疑応答 
       １．討議 
    １．ご指導 
    １．挨拶 
  



学級活動指導案 

令和５年６月 ５日（月） 第５校時 

１年１組 指導者 國枝 雅恵 

１ 議題名 

 学級活動（１）ア 学級や学校における諸問題の解決  

『もっと楽しい学級遊びになるように考えよう』 

 

２ 議題について 
初めの児

童の意識 

 目指す児

童の意識 
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  一年生を迎える会                  

         わくわく班遊び 

 

 

 

３ 研究主題との関連 

 

研究内容２② 話合いを活発化させるための事前指導の工夫・・・問題意識を高める工夫 

  掲示によって、これまでの学級遊びの記録を残す。それを振り返ることで、学級遊び

の楽しさを実感するとともに、「時間に間に合わないと、いっぱい遊べなかった。」「前も

って、鬼やチームを決めておかないと、スムーズに遊びに入れなかった。」などの、問題

点があったことにも気付けるようにする。そして、その問題点を解決し、これからもっ

とみんなで楽しく学級遊びができるようにするための話合いであることを理解して、活

発に意見が出せるようにしていく。 
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４ 本時のねらい  

これまでの学級遊びを振り返り、より楽しい学級遊びにするための解決策を話し合っ

て、次の学級遊びを決めることができる。 

５ 本時の展開  

話合い活動 教師の指導・援助 評価基準と評価方法 

１ これまでの学級遊びについて

の振り返り 

・どんな遊びをしてきたか 

・楽しかったか 

・困ったことはなかったか 

２ 議題の提示 

 

 

 

３ めあての確認 

 

 

 

 

４ 問題点を出し合う 

・かくれ鬼では、かくれるところ

がなくて普通の鬼ごっこと変わ

らなかった。 

・ドッヂボールで、当たったのに

外野に行かない人がいた。 

・ドッジボールのやり方がよく分

からなかった。 

・ルールがよくわからない遊びが

あった。 

５ これからの学級遊びでやりた

いことを出し合う。 

・ふやしおには、楽しかったから

またやりたい。 

・新しい遊びもやってみたいな。

わくわく班でやって楽しかった

よ。 

・花いちもんめも、楽しかった

よ。またやりたいな。 

６ 雨の日の学級遊びを考える。 

・今まで雨の日は読書やお絵かき

ばかりだったけれど、教室でも

学級遊びができないかな。 

・体育でやったなんでもバスケッ

トが楽しかったよ。 

・わくわく班で、爆弾ゲームをや

ったよ。 

７ 話合いの振り返り 

 

８ 先生の話 

 

 

・掲示により、これまでの遊びを

思い起こすことができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の出口で、次の遊びを考え

ることを伝え、それに向けての

話し合いであることを意識でき

るようにする。 

・遊びの後のつぶやきから指名す

る。 

・どの遊びの場合の意見かを明確

にし、焦点化して意見が出せる

ようにする。 

 

・意見を板書にまとめ、後から参

考にしやすいようにする。 

・ドッヂボールのルール確認など

は、授業で行うことを提案す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・室内遊びをしたことを想起し、

やってみたいと思う遊びを出さ

せる。 

 

 

 

 

・話合いに積極的に参加した児

童、仲間の話をよく聞いていた

児童を位置付け、学級遊びが決

定できたことを認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

・自分たちの経験か

ら、楽しくなるため

にどうしたらよいか

を考えて、進んで意

見を出している。 

〈発言〉 

 

 

 

【知識・技能】 

・自分の経験から積極

的に提案している。 

〈発言〉 

 

 

 

 

 

 もっと楽しい学級遊びに

なるように考えよう。 

なかまの かおを みて はなし

を きこう。 


